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す
る山
ぷ
νh
t
 

ー中嶋
福雄

去
る十
月二
十八
日か

ら
十一
月一
日
まで「
新

世紀へ

の知的戦
略」
と

題し
て当
地
で
聞かれた

第十二
回「アジ
ア・
オ

ープン・
フォ
ーラム」

松
変冨
識は、
多くの皆

様のご
支援のお
で、

成
功裡に
幕
を
閉
じると

とができた。
参加
した

方々
に
は
様々

な感慨を

お
持ちい
ただり
たよ
う

で、
感
想やむ
意見を
多

数頂蛾し
てい
る。

有賀

正・
松
本市長
を
は
じめ

松
本商工
会
議所、
松本

コ
ンベ
ンショ
ン・
ピユ

ーロ
l、

松奈何年会
議

所、
才能
教育
研究会な

ど、
担元
mY万
や松本

市
民
の
ご
協
力
に
た
い

し、
厚く御
礼申
し上
げ

ねばなら
ない。

「アジ
ア・
オー
プン

・
フォ
ーラ
ム」
は国
交

のない
台
湾と日本
との

知的
な
出会い
の場
であ

り、
また
関
係諸国の
専

門

家やジャ
ー
ナリス
ト

も加わ
る国
際会
識であ

るが、
第一
線
で活
臨し

てい
る知

識人が
多く
参

加し、
濃い
内容
宏
露

で
あ
る
の
で、
今
回
も

様々
なメディ
ア
が報
道

し
てい
た。
本
紙に
も
詳

しい
記

事を連日
のよ
う

に
掲載し
てい
ただき、

と、
激しい
雨の
なかを

宿合

の上高
地
帝国ホ
テ

ル房
拠点に

明神池一
帯

を一
行と一
緒に
歩き、

翌日

は自家
用機で早々

に
帰国
した

台湾財界の

リー
ダー、
事糠松・
中

国信
託商業
銀行誼事長

とから、
詳
しい
報告を

「
ア
ジ
ア・
オ
ー
プ
ン・
フ
ォ
ー
ラ
ム」

で
感
じ
た
こ
と

寄

りレ
｜コ
ラ
ム

感謝し
てい
る。

話題と
なっ
た
台湾
の

李登輝前
総統が

松本会

議へ

の出席
を強く
希
望

さ
れ
てい
なが色、
そ
れ

が実現
できなかっ
た
の

は残念
であっ
た
が、
李

登輝
氏は松本会
議
の
模

d，踊�

冨宅〉
‘、v

様をつ
ぶさに
知っ
てい

て川会議
の直後に
拙
宅

へ
労い
の包括をか
け
て

乙
ら
れ
た。
会
館後の
よ

高
地一
泊旅行に

加わち

ず一
足
先に
帰台
した
李

登輝
氏の娘婿、
頼国
洲

・
台
湾
テ
レ
ビ
誼
事
長

受ゆた
とのと
と
であっ

た。今回
の「アジ
ア・
オ

ープン・
フォ
ーラム」

松

本会議か
ち帰っ
た
直

後に
国
際的に
注目を
浴

びると
と
となっ
たジャ

ー
ナリス
トに、
香港か

ら
来た
ウイリ
l・
ラム

（

林和立）
氏がい
る。

彼は、

伝統ある
香港の

英字紙『
サウス・
チャ

イナ・
モ
ーニ
ン
グ・
ポ

ス
ト』
の
副
編集
長兼中

国
主幹で、

彼my中国政

治
経
済
分
析
は
実
に
鋭

く、
香
港内外
の
注目を

集
め
てい
たのだが、
間

紙のオ
ー
ナーが中
国当

局
の
圧
力でラム
氏
の表

現

の自由
を拘
束する措

置
（
中
国
主
幹
か
ち
外

す）
をとっ
たた
め、
同

氏が
職

場を去

る決意を

した
と
全世界に
報
道さ

れた。
松本
では美ケ原

温
泉の
野天
風自和天変

気に
入っ
てあん
なに
楽

しそ
うであっ
たのに、

と
私はい
ささ
か
気掛か

りだが、
同
氏

の舘力を

知っ
てい
るので、
活関

の場
は必ず保
証さ
れる

ものと信じ
てい
る。

多くの参加者
は、
会

場をホ
テルか

ち音楽文

化ホIルに
移した、
今

回
を
最後の「アジア・

オ
ー
プ
ン・
フォ
ー
ラ

ム」
閉幕セ
レモニ
ーに

お
けるスズ
キ・
メソ
ー

ドの
子供た
ちの
ヴァ
イ

オ
リン
演奏に

も感激し

てい
た
が、
私に
とっ
て

印象深かっ
たのは、
旧

関

智学校の紹介
が台
湾

の代表団に
大
変菖ばれ

た乙
とであっ
た5
台
湾

の
貴
賓・
郭
椀
容
女
史

（
元行政院財
政部屋）

は、
開智学校で知っ
た

近代

教育草
創期の信濃

教育の
精神や
側教の仁

義

忠孝を原理
とした明

治天皇の「教学
窪田」

が、
ご
自身が育っ
た日

本統治下
の台
湾の立派

な
学
校
教
育
と
重
なっ

て、
と
ても感銘したと

のとと
であっ
た。

乙
の松本に
は、
世界

の
人々
を感
激させる文

化遺産や骨きた

知的財

産が数多い
と
と
を当の

松
本市民がもっ
シ旨
覚

し、
大
事にし
てほしい

と改め
て思っ
た
次第で

ある。

ム

（
重県外
国語大
学長H
巧

松本
市出身）
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